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論 文 内 容 の 要 旨
ごの学位論:文は、主論文 「世界 の幼児教 育一 歴史 。思 想 ・施設 一 」と、主 論文 と密接 左関
係 をもっ参考論文 『「幼稚園禁止令 」時代(1851～60}に おけ るFr6bθユMo▽ θ1nent
の展開過程 と成果』(1)、「婦入労 働 ・幼児 と保育運動の展開 一1810～60年 代 のイギ リス ・
一一」(2)とより成 るが、 これ ら三者の考究 の意図は、 お よそつ ぎの通 りで ある。
i〕 主論文(学 位論文 ⊃
1}全 体 として 日太の幼児教育の思想 と施設 を世界的視野 か ら一貫的に考察 しようとした こ
と。
2}外 国 につい てはル ネ ッサ ンス以降、わが国については江戸時代以降、今9ま での発達を
体系的 に あとず けた こと。
5)幼 児教 育思想 一一 家庭 を中心 とした 一 か ら、いか なる社会的 ・思想的背景のもとに、
幼児教育施設設置へ の要求が捷出され、 さ らにそれ が発達実現 してい ったかの過程を明 ら
かに した こと0
4⊃ 特権階級 ・有産階級 の子女のための幼児教育か ら、'大衆 の子女の幼児教育にいかなるプ
ロセスを経 て進んできたか を明 らかにした こと。
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5】 幼 児教育施設 創設者 の思想 と事業 の跡 とと もに、幼 児撒 育施設革新者 の思想と業績 を内
外にわたって明 らかに した こと。
6】 各想想家については、その人の思想全倣 を背景に しながら、幼 児教 育思想 を浮彫 りに し
ようと努 めた こと。
7}各 国の幼 児教 育施設 の現状 と幼児教育者 の養成方式 を明 らかにするとともに、前者 の発
達根拠 を示 し、 また発 達過程 をそ の内容的特 質から、それぞれ時代 区みを試みた こと。
8⊃ わが 国の幼勝 育施設の問題点 を明 らかに し、 その将来への展望 を示 した こと。
H〕 参 考 論 文
(1)フレーペルの 「幼稚園禁止令 」が1851年 に公布された真因と、その社会的背景 を明
らかに し、 フレーベルの抗議 とその死 、保守的当局 の圧迫に より、一連 のフ レーペル学徒
が海外に出て活躍(フ レーペル運動}し た状況を示 し、 それが各国の幼稚園設置運動の基
礎 となった経過 を解明 した こと。
② イギリスを主 として{9世 紀前半 と半ばに澄ける婦入労働 ・児童 労働 と幼 児の悲惨 な生
活実態(産 業 革命 の影響}を 示 し、それ らを背景 とし、またそれ らとの関連 に拾いて、 オ
ーウ ヱンを始め とす る幼 児学校運動 が活発 に展開 され るに至 った根拠 と実情 を解明 しよう
としたこと。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
序 論 幼児教育ブームと考'究の意図
第1部 幼児教育思想の系譜と幼児教 育施設の創設
第1章 近代椿神と幼児教育思潮
第2章 外国の幼児教育思想の系譜一 家庭を中心とした_
箆 ろ・章 わが国の幼児教育思想の系譜一 家庭を申心 とした_
第4章 幼児教 育施設設置の提案
第5章 外国の幼児教育研究施設の創設者 とその施設
第6章 外国の幼児教育研究施設の創設者 とその施設(続 ⊃
第7章 わが国の幼稚園前史
第8章 わが国の幼児教育施設の創設と創設者
第 π部 外国の幼児教育施設の発達過程 と現状
第9章 イギリスの幼児教育施設の発達と現状
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第 り0章 フランスの幼児教育施設の発達と現状
第11章 ドイツの幼児教育施設の発達と現状
第 ¶2章 アメリカの幼児教育施設の発産と現状
第15童 ソ連の幼児教育施設の発達と現状
籠14章 外国の幼児教育者養成機関の現状
第15章 外国の幼 児教育革新者 とその活動
第皿部 わが国の幼児教育施設の発達、現状澄よび展望など
第16章 わが国の幼稚園の発達
第1ア章 わが国の託児所の発達
第:18章 占領下の幼児教育 とその施設
雛19章 幼稚園の現状 と闇題点
第20章 保育所の現状と問題点
筥2憧 幼児教育者養成機関の現状 と間題点
第22章 幼児教育とその施設の意義
結 論 今日の幼児教育間題と展望
(各章に設けられた節は省略}
参 考 論:文
(1)「幼稚園禁止令 」時代(185蛋 ～60⊃ に凄けるFrδbelMovθmθntの展開過程
と成果
(2)婦入労働 ・幼 児と保育運動の展開
1810～60年代のイギリス ・.一
上記㊨「論文内容の要旨」と「学位論文の構成 」から窺われるであろうように、著者が25
年間にわたる研究と実践の総決算に相当する君大なもの、A5版515頁 に及ぶ大著であ り、
「世界の幼児教育 」にふさわしぐ、巻末には英文目次が附 され、本学位論文が世界最初の労作
であるゆえんが窺われる。 しかも各章各節の叙述内容は、引用文献の列与ではなぐ、ほとんど
全篇にわたって著者 自身の研究論交で裏付 られ、学術書 としての視角、いわばライフ ・ワーク
としての意向を窺わしめる。
我々は、いま、この彪大な労作の各童各節にわたる内容紹介 よりは、「論文内容の要旨」に
掲げられている著者の考究の意図瓜 太学位論文にいかに具現されているかに焦点をしぼって、
審査報告に代えたいと思う。
まず第一に感ぜ られることは、著者は世界の幼児教育を歴史 ・思想 ・施設の三点にわたっで
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論述 しているばか りでな ぐ、幼 児教育者養成機関にまでふれて いるためか、概論風 な叙述に傾
き、集約点への盛 り上 りが、'薄い ことである。
第二 に感ぜられ ることは、簗f部 ・第E部 ・第慣部 といった時代区分に従 って、内外の歴史
酌事情を展開 しているが、 この間の処理がやや形式的 であって、一貫 した史観的 なものが窺 え
難い憾 みが ある ことである。 この点はまた第一の点 にっなが る長所で もあり、短所で もあろ う。
た とえば、幼 児教育 の先駆者 オルベ リンとフレーペルとの関連 や、江 戸時代 に澄ける中江藤樹
山鹿素行 ・貝原益軒 ・江村 北海 ・細井平洲 。佐藤信淵等の幼 児教育思想 と明治以后に澄ける我
が国のそれ との断絶等が これ で ある。
第三 に感ぜ られ ることは、著者 の方法論的立場 にっいてであるが、比較教 育学的方法論 によ
っているのか、各国の年代 誌的記述を中心 としているのか等 に関す る立場への主張が認め難い
点である。
上記の三点は、 いずれ も啓蒙菌意図を盛 った単行本形式_学 術書 を目指 しなが らも_
とい う制約か らもきているであろ うことは、参考論丈(1)、(2)によって察知することができる。
た とえばオルペ リンとフレーベル との 関連は、参考論文(1)によって、幼稚園 一 フレーペルの
系譜一 や、保育所一 オーウヱンの系譜 一 が、 クループスカヤに よって統一 されているこ
と等は、 参考 論文② によって明 らかに されているか らである。
ともあれ、正確な資料の駆使、穏健 中正な立場で、世界最初の労作 をものされた著者 の功績
は、我々があげた以上 の三点を補 って余 りある ものであろ う。
よって教 育学博士の学位 を授与 するに適当 と認める。
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